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１．経営戦略策定の趣旨と計画期間
（１）経営戦略策定の趣旨
　佐呂間町は、人口４，５４５人、高齢化率が約３９.１％（令和８年２月２８日現在）と人口減少や高齢化率が進行しています。生産年齢人口の減少も見込まれていることから、高齢化率は今後も上昇していくものと思われます。
　本施設は、昭和５０年４月に特別養護老人ホーム定員５０名、老人短期入所施設定員５名の町直営施設として開設し、以降平成３年１月にデイサービスセンターを併設（その後、社会福祉法人と営利法人がそれぞれ開設したことに伴い平成１９年３月に事業を廃止）、平成２２年１０月には１０床の増床により、定員６０名の施設としました。
　平成１２年の介護保険法施行以来、要介護状態となった利用者が、可能な限りその利用者の心身の状況、そのおかれている環境等に応じ、利用者の選択に基づき適切なサービスが提供できる施設として機能しており、今後も更なる高齢化の進展と利用者の要介護度が上昇すると見込まれるなか、多様化するニーズに応えるとともに地域の高齢者等が安心して暮らしていけるよう事業を運営してまいります。
　この経営戦略は、事業運営の状況を確認し、今後の方向性を検討する指針として策定します。



（２）計画期間
第５期佐呂間町総合計画（令和３～１２年度）を鑑み、計画期間を令和３（2021）年度から令和１２（2030）年度までの１０年間とします。
　今般、第５期佐呂間町総合計画実施計画（前期：令和３～７年度、後期：令和８～１２年度）の後期実施計画の策定（令和８～１２年度）に当たり本計画を見直すものとします。


【佐呂間町介護サービス事業経営戦略と他計画の計画期間】


[bookmark: _GoBack]
２．事業概要
（１）事業の現況
　施設名称　佐呂間町立特別養護老人ホーム愛の園
　事業名　介護サービス事業



（２）現在の経営状況

（３）これまでの主な健全化の取組
３．将来の事業環境等
（１）介護保険サービス事業における主な取組



（２）高齢者人口等の予測
（３）介護需要の予測


（４）施設の見通し
（５）組織の見通し



４．経営の基本方針

５．投資・財政計画（収支計画）
（１）投資・財政計画（収支計画）　別紙のとおり
（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

　①経営指標に係る数値目標

　②収支計画のうち投資・財源・投資以外の経費についての説明


（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取り組みや今後検討予定の取組の概要



６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項
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佐呂間町介護サービス事業経営戦略

後期実施計画

第9期
計画　

第10期
高齢者保健福祉計画　・介護保険事業計画

第11期
高齢者保健福祉計画　・介護保険事業計画

第12期
高齢者保健福祉計画　・介護保険事業計画

前期実施計画

第5期佐呂間町総合計画

第6期佐呂間町総合計画（10年）



Sheet2

		①事業の現況 ジギョウ ゲンキョウ

		法適（全部適用・一部適用）非適の区分 ホウ テキ ゼンブ テキヨウ イチブ テキヨウ ヒ テキ クブン		非適用 ヒ テキヨウ		非適用 ヒ テキヨウ

		事業開始年月日 ジギョウ カイシ ネンガッピ		36617		36617

		事業の内容 ジギョウ ナイヨウ		指定介護老人福祉施設 シテイ カイゴ ロウジン フクシ シセツ		老人短期入所施設 ロウジン タンキ ニュウショ シセツ

		指定管理者制度導入状況 シテイ カンリシャ セイド ドウニュウ ジョウキョウ		直営 チョクエイ		直営 チョクエイ

		職員数 ショクイン スウ		31人		1人

		うち常勤医師 ジョウキン イシ

		　　看護職員 カンゴ ショクイン		5人

		　　介護職員 カイゴ ショクイン		21人		1人

		　　介護支援専門員 カイゴシエンセンモンイン		1人

		　　理学療法士又は
　　作業療法士 リガク リョウホウシ マタ サギョウ リョウホウシ

		　　事務職員 ジム ショクイン		1人

		　　その他職員 タ ショクイン		3人

		②施設 シセツ

		施設数 シセツスウ		1		同左 ドウ ヒダリ

		定員 テイイン		60人		5人

		延べ床面積 ノ ユカ メンセキ		2,067㎡		同左 ドウ ヒダリ

		居室床面積 キョシツ ユカメンセキ		588㎡		50㎡

		サービス日数 ニッスウ		365日 ニチ		365日 ニチ

		年延利用者数（Ｒ６） ネン ノブ リヨウ シャ スウ		17,896人 ニン		1,450人
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現在、指定介護老人福祉施設は定員60名、老人短期入所施設は定員5名の指定を受けて

いるが、介護職員が不足していることから指定介護老人福祉施設は50名を限度として運

営をしています。

　令和６年度、指定介護老人福祉施設では１日平均49.0人、稼働率98.1％、老人短期入所

施設では１日平均4.0人、稼働率79.5％の利用実績であったが経営状況は厳しく、一般会

計からの繰入金で歳入不足を補填しています。

　経営圧迫の大きな要因は、歳出の６割以上を占める職員給与費となっていますが、介護

職員等の確保のための待遇改善に係る経費は必要不可欠であると考えます。

　歳入は、近年の新型コロナウイルス感染症発症時の受け入れ制限により多大な影響を受

けています。
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　事業開始から、町直営で行い年間利用者数や稼働率を上げること収益確保や、必要経費

の見直し等による経費削減に取り組んできましたが、収益面では新型コロナウイルス感染

症等の影響による介護サービス収益の伸び悩み、費用面では職員給与費の増加に加え物価

の高騰により十分な成果が得られず経営の改善が図られない状況です。

　運営形態の見直し（民間への委託や経営移譲、又は業務の一部民営化など）の検討も重

ねましたが、全国的かつ慢性的に介護職員等が不足している現状化においては、経営移譲

など民間への移行は困難と考え、町直営として事業を継続しますが、民間事業者の経営方

法やコスト比較などの調査・研究を行い事業の効率化と簡素化に努めます。
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		　事業開始から、町直営で行い年間利用者数や稼働率を上げること収益確保や、必要経費の見直し等による経費削減に取り組んできましたが、収益面では新型コロナウイルス感染症等の影響による介護サービス収益の伸び悩み、費用面では職員給与費の増加に加え物価の高騰により十分な成果が得られず経営の改善が図られない状況です。
　運営形態の見直し（民間への委託や経営移譲、又は業務の一部民営化など）の検討も重ねましたが、全国的かつ慢性的に介護職員等が不足している現状化においては、経営移譲など民間への移行は困難と考え、町直営として事業を継続しますが、民間事業者の経営方法やコスト比較などの調査・研究を行い事業の効率化と簡素化に努めます。 マチ ジギョウ ケイゾク ミンカン






image5.emf
　佐呂間町では、高齢になっても可能な限り住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けるこ

とができるよう、自宅をはじめとする住まいを確保したうえで、医療、介護、介護予防及

び生活支援を一体的に提供する「地域包括ケアシステム」を深化・推進しています。

　高齢者が安心して生活するため関係機関との連携強化や各種福祉サービスの充実が求め

られる中、常時介護が必要で在宅生活が困難な方が入所・利用できる施設として、町内で

唯一運営しております。
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		　佐呂間町では、高齢になっても可能な限り住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けることができるよう、自宅をはじめとする住まいを確保したうえで、医療、介護、介護予防及び生活支援を一体的に提供する「地域包括ケアシステム」を深化・推進しています。
　高齢者が安心して生活するため関係機関との連携強化や各種福祉サービスの充実が求められる中、常時介護が必要で在宅生活が困難な方が入所・利用できる施設として、町内で唯一運営しております。 サロマチョウ カタ
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　佐呂間町では、総人口の減少に伴い高齢者数も減少に転じています。令和8年2月28日

現在で高齢者数は1,777人（後期高齢者数1,121人）、高齢化率は39.3％（後期高齢者率

24.7％）ですが、令和5年に公表された国立社会保障人口問題研究所の今後の人口推計に

よると、本町の総人口は令和12年に3,159人、高齢者数は1,598人（後期高齢者数1,066

人）、高齢化率は40.7％（後期高齢化率33.7％）と推計されており、総人口及び高齢者数

も減少は継続しますが高齢化率は上昇するものと予想されます。
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　佐呂間町では、指定介護老人福祉施設や短期入所に対応できる施設は当該施設のみであ

り本町で生まれ育ち住み慣れた地域で毎日を安心して暮らしていただくための施設として

の役割はとても大きなものがあります。今後も必要な施設整備を行いながら事業を継続し

ます。
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		　佐呂間町では、指定介護老人福祉施設や短期入所に対応できる施設は当該施設のみであり本町で生まれ育ち住み慣れた地域で毎日を安心して暮らしていただくための施設としての役割はとても大きなものがあります。今後も必要な施設整備を行いながら事業を継続します。 サロマチョウ シテイカイゴロウジンフクシシセツ タンキ ニュウショ タイオウ シセツ トウガイ シセツ ホンチョウ ウ ソダ ス ナ チイキ マイニチ アンシン ク シセツ ヤクワリ オオ コンゴ ヒツヨウ シセツ セイビ オコナ ジギョウ ケイゾク
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　佐呂間町の総人口が減少傾向にある中、高齢者数も減少傾向になると予想されておりま

すが、介護需要の高い後期高齢者数の減少傾向が緩やかであることから、今後においても

現在と同程度の介護サービスへの需要が予測されます。
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		　佐呂間町の総人口が減少傾向にある中、高齢者数も減少傾向になると予想されておりますが、介護需要の高い後期高齢者数の減少傾向が緩やかであることから、今後においても現在と同程度の介護サービスへの需要が予測されます。 サロマチョウ ゲンショウ ケイコウ ナカ コウレイシャ スウ ゲンショウ ケイコウ ヨソウ カイゴ ジュヨウ タカ コウキ コウレイ モノ スウ ゲンショウ ケイコウ ユル コンゴ ゲンザイ ドウテイド カイゴ ジュヨウ ヨソク
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　介護サービス事業は人的依存度の高い事業であり、事業を推進するためにはサービスに

携わる人材の育成や安定的な確保が重要であることから、人材不足の解消に向けて修学資

金や資格取得等の支援策を実施します。また、町民やボランティア、児童、学生などを対

象として地域に根差した事業を行い、中・長期的な観点から幅広く人材育成を図っていき

ます。併せて、短期的な視点から人材確保と維持に向け、非常勤職員の処遇改善などに努

めます。
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		　介護サービス事業は人的依存度の高い事業であり、事業を推進するためにはサービスに携わる人材の育成や安定的な確保が重要であることから、人材不足の解消に向けて修学資金や資格取得等の支援策を実施します。また、町民やボランティア、児童、学生などを対象として地域に根差した事業を行い、中・長期的な観点から幅広く人材育成を図っていきます。併せて、短期的な視点から人材確保と維持に向け、非常勤職員の処遇改善などに努めます。 ツト
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　本施設は、第５期佐呂間町総合計画や第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画等

に掲げられた目標を実現するため、常時介護が必要で在宅生活が困難な要介護者が利用で

きる入所施設として介護老人福祉施設事業を実施しています。

　当施設は、多床室で運営しており、変化の大きい介護需要に適切かつ柔軟に対応し、低

所得の方や緊急利用等、他の施設では対応できない方の受け皿としての役割を担いつつ、

利用者の安定的な受け入れに努めています。

　経営状況は深刻で、介護職員等の人材不足が懸念される中、人件費の抑制は難しく、介

護サービス収益のみで黒字に転換することは困難な状況となっていますが、佐呂間町一般

会計からの繰り入れを極力抑えるよう更なる対策を講じます。

　介護サービス収益を確保するために、積極的に受入れを行い空床解消による稼働率の向

上を図るとともに介護職員等処遇改善加算など各種加算の上位加算の取得や新規加算の取

得に努めます。

　支出の抑制については、人権費を抑えることは困難ですが、日課や業務分担の見直し、

ICT等の技術を利用した業務効率の改善、消耗品等の適正使用や仕入れ価格の見直しな

ど、経費削減に努めます。


Microsoft_Excel_______9.xlsx
Sheet2
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　自主財源である介護サービス収益の元となる利用率の達成目標を次のとおりとし、一般

会計繰入金の圧縮と経営の安定に努めます。

　　〇指定介護老人福祉施設　99％（49.5人／50人）

　　〇老人短期入所施設　　　80％（4人／5人）
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		　自主財源である介護サービス収益の元となる利用率の達成目標を次のとおりとし、一般会計繰入金の圧縮と経営の安定に努めます。
　　〇指定介護老人福祉施設　99％（49.5人／50人）
　　〇老人短期入所施設　　　80％（4人／5人） ジシュ ザイゲン カイゴ シュウエキ モト リヨウリツ タッセイ モクヒョウ ツギ クリイレ キン アッシュク ケイエイ アンテイ ツト シテイカイゴロウジンフクシシセツ ニン ニン ロウジン タンキ ニュウショ シセツ ニン ニン
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　第５期佐呂間町総合計画により、施設の移転新築整備を計画している。財源は、対象と

なる補助金と起債とし、投資以外の経費については、原則介護報酬で運営することとして

います。
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		　第５期佐呂間町総合計画により、施設の移転新築整備を計画している。財源は、対象となる補助金と起債とし、投資以外の経費については、原則介護報酬で運営することとしています。 ダイ キ サロマチョウ ソウゴウ ケイカク シセツ イテン シンチク セイビ ケイカク ザイゲン タイショウ ホジョキン キサイ トウシ イガイ ケイヒ ゲンソク カイゴ ホウシュウ ウンエイ
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②財源についての検討状況等

介護保険適用外の料金の見

直しに関する事項

　町直営の施設であることから、国が定めた基準に基づい

た料金設定としています。

利用状況に関する事項 　自主財源である介護サービス収益確保のために、利用率

の向上に努めています。

資金管理・調達・繰入金に

関する事項

介護サービス収益（利用率）の目標を達しても自主運営が

出来ないのが実情であり、不足分は佐呂間町一般会計から

の繰入金で補填する必要があります。資金調達のため、各

種補助事業や地方債を最大限に活用します。

資産の有効活用に関する事

項

　所有資産は必要なもの（土地、建物）となっており、有

効活用できる資産はありません。
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		②財源についての検討状況等 ザイゲン ケントウ ジョウキョウ トウ

		介護保険適用外の料金の見直しに関する事項 カイゴ ホケン テキヨウ ガイ リョウキン ミナオ カン ジコウ		　町直営の施設であることから、国が定めた基準に基づいた料金設定としています。 マチ チョクエイ シセツ クニ サダ キジュン モト リョウキン セッテイ

		利用状況に関する事項 リヨウ ジョウキョウ カン ジコウ		　自主財源である介護サービス収益確保のために、利用率の向上に努めています。 ジシュザイゲン カイゴ シュウエキ カクホ リヨウリツ コウジョウ ツト

		資金管理・調達・繰入金に関する事項 シキン カンリ チョウタツ クリイレ キン カン ジコウ		介護サービス収益（利用率）の目標を達しても自主運営が出来ないのが実情であり、不足分は佐呂間町一般会計からの繰入金で補填する必要があります。資金調達のため、各種補助事業や地方債を最大限に活用します。 カイゴ シュウエキ リヨウリツ モクヒョウ タッ ジシュウンエイ デキ ジツジョウ フソクブン サロマ マチ イッパン カイケイ クリイレ キン ホテン ヒツヨウ シキン チョウタツ カクシュ ホジョ ジギョウ チホウサイ サイダイゲン カツヨウ

		資産の有効活用に関する事項 シサン ユウコウ カツヨウ カン ジコウ		　所有資産は必要なもの（土地、建物）となっており、有効活用できる資産はありません。 ショユウ シサン ヒツヨウ トチ タテモノ ユウコウ カツヨウ シサン
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①投資についての検討状況等

地域包括ケアシステムの構

築に関する事項

　第９期高齢者保健福祉計画で構築している地域包括ケア

システムの「施設・居住系サービス」の一要素となってい

ます。

施設等の統合・縮小・廃止

に関する事項

　高齢者総数は減少傾向にありますが、後期高齢者数は横

ばいと見込まれており、後期高齢者の入所割合が高い当施

設は現在の運営規模を継続します。

民間活力の活用に関する事

項（PPP・PFIなど）

　当面は自主運営の見通しですが、民間活力が広く活用で

きるよう調査・研究を行います。
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		①投資についての検討状況等

		地域包括ケアシステムの構築に関する事項 チイキホウカツ コウチク カン ジコウ		　第９期高齢者保健福祉計画で構築している地域包括ケアシステムの「施設・居住系サービス」の一要素となっています。 ダイ キ コウレイシャ ホケン フクシ ケイカク コウチク チイキ ホウカツ シセツ キョジュウ ケイ イチヨウソ

		施設等の統合・縮小・廃止に関する事項 シセツ トウ トウゴウ シュクショウ ハイシ カン ジコウ		　高齢者総数は減少傾向にありますが、後期高齢者数は横ばいと見込まれており、後期高齢者の入所割合が高い当施設は現在の運営規模を継続します。 コウレイシャ ソウスウ ゲンショウ ケイコウ コウキ コウレイシャ スウ ヨコ ミコ コウキ コウレイシャ ニュウショ ワリアイ タカ ゲンザイ ウンエイ キボ ケイゾク

		民間活力の活用に関する事項（PPP・PFIなど） ミンカン カツリョク カツヨウ カン ジコウ		　当面は自主運営の見通しですが、民間活力が広く活用できるよう調査・研究を行います。 ミンカン カツリョク
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③投資以外の経費についての検討状況等

民間の活力の活用による事

項（指定管理者制度等）

　当面は自主運営の見通しですが、民間活力が広く活用で

きるよう調査・研究を行います。

職員の給与費の適正化に関

する事項

　佐呂間町の給与条例により、職員給与・手当等が定めら

れています。

組織体制の効率化に関する

事項

　施設運営基準に基づき人員配置をしており、安心安全な

サービス提供のため必須な人員と考えています。
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		③投資以外の経費についての検討状況等 トウシ イガイ ケイヒ ケントウジョウキョウトウ

		民間の活力の活用による事項（指定管理者制度等） ミンカン カツリョク カツヨウ ジコウ シテイ カンリシャ セイド トウ		　当面は自主運営の見通しですが、民間活力が広く活用できるよう調査・研究を行います。 トウメン ジシュ ウンエイ ミトオ ミンカンカツリョク ヒロ カツヨウ チョウサ ケンキュウ オコナ

		職員の給与費の適正化に関する事項 ショクイン キュウヨ ヒ テキセイカ カン ジコウ		　佐呂間町の給与条例により、職員給与・手当等が定められています。 サロマチョウ キュウヨ ジョウレイ ショクイン キュウヨ テアテ トウ サダ

		組織体制の効率化に関する事項 ソシキ タイセイ コウリツカ カン ジコウ		　施設運営基準に基づき人員配置をしており、安心安全なサービス提供のため必須な人員と考えています。 シセツ ウンエイ キジュン モト ジンイン ハイチ アンシン アンゼン テイキョウ ヒッス ジンイン カンガ
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➃公営企業として実施する必要性

事業の意義、提供するサー

ビス自体の必要性

　在宅生活が困難となった要介護者に適切な施設介護サー

ビスを提供することで、本人・家族ともに安心して住み慣

れた地域で暮らすことができ、地域福祉の向上に資するも

のです。

公営企業として実施する必

要性

　民間への委託や経営移譲などの検討も重ねてきました

が、全国的かつ慢性的に介護職員等が不足している現状に

おいて移行は困難であるため公営企業として実施していく

必要があります。
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		➃公営企業として実施する必要性 コウエイ キギョウ ジッシ ヒツヨウセイ

		事業の意義、提供するサービス自体の必要性 ジギョウ イギ テイキョウ ジタイ ヒツヨウセイ		　在宅生活が困難となった要介護者に適切な施設介護サービスを提供することで、本人・家族ともに安心して住み慣れた地域で暮らすことができ、地域福祉の向上に資するものです。 ザイタク セイカツ コンナン ヨウ カイゴシャ テキセツ シセツ カイゴ テイキョウ ホンニン カゾク アンシン ス ナ チイキ ク チイキ フクシ コウジョウ シ

		公営企業として実施する必要性 コウエイ キギョウ ジッシ ヒツヨウセイ		　民間への委託や経営移譲などの検討も重ねてきましたが、全国的かつ慢性的に介護職員等が不足している現状において移行は困難であるため公営企業として実施していく必要があります。 コウエイ キギョウ ジッシ ヒツヨウ
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　「佐呂間町総合計画」や「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」など関係する諸計

画の見直しに合わせて整合性について検証するとともに、社会情勢や経営環境に変化が

あった場合は、必要に応じて本計画を見直すものとします。
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		　「佐呂間町総合計画」や「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」など関係する諸計画の見直しに合わせて整合性について検証するとともに、社会情勢や経営環境に変化があった場合は、必要に応じて本計画を見直すものとします。 サロマチョウ ソウゴウ ケイカク コウレイシャ ホケン フクシ ケイカク カイゴホケンジギョウケイカク カンケイ ショ ケイカク ミナオ ア セイゴウセイ ケンショウ シャカイ ジョウセイ ケイエイ カンキョウ ヘンカ バアイ ヒツヨウ オウ ホン ケイカク ミナオ
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①事業の現況

法適（全部適用・一部適

用）非適の区分

非適用 非適用

事業開始年月日 平成12年4月1日 平成12年4月1日

事業の内容 指定介護老人福祉施設 老人短期入所施設

指定管理者制度導入状況 直営 直営

職員数 31人 1人

うち常勤医師

　　看護職員 5人

　　介護職員 21人 1人

　　介護支援専門員 1人

　　理学療法士又は

　　作業療法士

　　事務職員 1人

　　その他職員 3人

②施設

施設数 1 同左

定員 60人 5人

延べ床面積 2,067㎡ 同左

居室床面積 588㎡ 50㎡

サービス日数 365日 365日

年延利用者数（Ｒ６） 17,896人 1,450人


